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研究成果の公開
聖学院学術情報発信システム

（SERVE：SEigakuin�Repository�for�academic�
archiVE）を活用した公開に向けて

　聖学院大学総合研究所の研究活動の成果を
公開するために、『聖学院大学総合研究所紀
要 』（ 年3号 ）と『 聖 学 院 大 学 総 合 研 究 所
Newsletter』（年5号）を発行している。2010年
度までに紀要は50号、Newsletterも20巻を数
えるにいたった。それぞれの成果物は、国内
外の研究機関に322通、また個人に279通、宅
急便郵送してきた。
　しかしここ数年、研究機関また研究者から
は、「収納する場所がなくなった」という理由
で、送付中止の連絡が多くなった。そこで、
11月 に 発 行 し た 紀 要48号 に、 紀 要、
Newsletterの送付を継続するかどうかのアン
ケート調査を実施した。その結果は継続の希
望が189であった。
　現在、『紀要』と『Newsletter』が発行されて1
ヶ月程度でSERVEによって、発信されてい
るが、今後は、印刷版も発行するが、より
SERVEによる発信の比重が増していくこと
になる。
　学術情報の電子化は、STMといわれる理
工、医学分野だけでなく、人文社会などあら
ゆる分野で進められているが、インターネッ
トにより、図書館、資料館に行かなくとも、
居ながらにして学術情報が入手できる便利な
環境が生まれている。
　本研究所の研究成果の公開も、すでにシン
ポジウム、セミナーの『資料』の公開など、こ
れまで外部に公開していない資料もSERVE
を通じて公開している。『紀要』『Newsletter』
のバックナンバーも現在入手できないものが
多いが、遡及的に公開していくことになる。
SERVEにアクセスいただき、電子化された
論文をごらんいただきたいと願っている。
http：//serve.seigakuin-univ.ac.jp/index.php


